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時
代
ま
で
は
麻
、
そ
れ

以
降
は
木
綿
で
あ
っ
た
。

絹
が
上
流
階
級
に
独

占
さ
れ
る
一
方
、
同
じ

く
繭
を
原
料
と
す
る
紬

は
庶
民
に
使
用
さ
れ
た
。

穴
あ
き
繭
や
汚
染
繭
な

ど
の
屑
繭
を
熱
湯
で
煮

る
と
セ
リ
シ
ン
が
溶
解

文
化
財
講
座
抄
録

シ
ル
ク
へ
の
あ
こ
が
れ

東
京
農
工
大
学
繊
維
博
物
館
　
並
木
　
覚
　
先
生

（
二
万
一
〇
日
に
実
施
し
た
文
化
財
講
座
の
内
容
を
文
化
財
係
の
責
任
で
抄
録
し
た
も
の
で
す
）

本
日
は
絹
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
。
絹
は

蚕
の
繭
が
原
料
で
あ
る
。
絹
は
昆
虫
の
巣
を
人

間
が
衣
料
と
し
て
使
い
出
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
繊

維
で
あ
る
。

蚕
が
繭
を
作
る
と
き
出
す
糸
を
繭
糸
と
言
う
。

現
在
は
繭
の
品
種
改
良
が
進
み
、
一
つ
の
繭
か

ら
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
繭
糸
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
繭
糸
の

表
面
に
は
セ
リ
シ
ン
と
い
う
粘
着
力
の
あ
る
蛋

白
質
が
付
い
て
お
り
、
熱
湯
に
入
れ
て
セ
リ
シ

ン
を
溶
か
し
、
繭
糸
を
七
本
か
ら
一
〇
本
引
き

そ
ろ
え
、
一
本
の
糸
に
し
て
い
く
。
こ
の
と
き

作
ら
れ
る
糸
を
生
糸
と
言
い
、
繭
糸
か
ら
生
糸

を
作
り
だ
す
過
程
は
座
繰
り
、
ま
た
は
（
明
治

期
以
降
は
特
に
）
製
糸
と
呼
ば
れ
る
。
生
糸
に

は
、
ま
だ
少
し
セ
リ
シ
ン
が
付
い
て
い
る
の
で

絹
に
な
る
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し

て
い
る
。

セ
リ
シ
ン
を
さ
ら
に
溶
か
す
た
め
良
く
洗
う

と
、
生
糸
は
セ
リ
シ
ン
が
と
れ
だ
ん
だ
ん
細
く

な
っ
て
い
く
。
こ
の
作
業
の
こ
と
を
「
練
る
」

と
言
い
、
生
糸
か
ら
セ
リ
シ
ン
を
取
り
除
い
た

糸
は
練
糸
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
練
糸
か
ら
作
ら

れ
る
繊
維
が
絹
で
あ
る
。
ち
な
み
に
絹
糸
と
は
、

繭
糸
・
生
糸
・
練
糸
な
ど
の
総
称
で
あ
る
。

絹
を
作
る
技
術
は
、
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
頃

中
国
で
発
見
さ
れ
た
。
絹
は
生
産
す
る
の
が
大

変
で
他
の
繊
維
よ
り
も
光
沢
が
良
く
高
価
な
た

め
、
長
い
間
庶
民
に
は
嫁
が
な
い
繊
維
で
あ
っ

た
。
日
本
で
庶
民
が
着
用
し
た
繊
維
は
、
室
町

し
マ
シ
ュ
マ
ロ
み
た
い
に
フ
こ
ャ
フ
ニ
ャ
に
な

る
。
こ
れ
が
真
綿
で
、
そ
れ
を
手
で
引
き
伸
ば

し
紡
い
だ
糸
を
紬
糸
と
呼
ぶ
。
こ
の
糸
で
織
っ

た
繊
維
が
紬
で
、
養
蚕
農
家
の
副
業
と
し
て
各

地
で
作
ら
れ
た
。

話
は
か
わ
る
が
、
製
糸
の
技
術
は
六
世
紀
頃

に
は
欧
州
へ
伝
播
し
て
い
た
。
西
洋
人
に
は
日

本
人
以
上
に
絹
に
対
す
る
憧
れ
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
世
紀
に
欧
州
で
は
蚕
の

伝
染
病
が
流
行
り
、
蚕
が
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
日
本
が
開
国
し
、
欧
州
諸

国
は
日
本
に
生
糸
を
求
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
日

本
の
製
糸
レ
ベ
ル
は
低
く
、
大
量
生
産
で
き
な

い
上
、
質
的
に
も
西
洋
人
が
求
め
る
も
の
と
隔

た
り
が
あ
っ
た
。
明
治
期
に
な
り
日
本
人
が
渡

欧
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ

ヨ
ン
な
ど
で
機
械
を
使
っ
て
、
質
の
良
い
生
糸

や
絹
を
作
っ
て
い
る
事
実
を
知
り
、
日
本
の
よ

う
に
幼
稚
な
器
械
で
生
糸
を
作
っ
て
い
た
の
で

は
対
抗
で
き
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
こ

で
、
明
治
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
の
最
新
鋭
の
機
械

を
導
入
し
、
十
数
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
を
招

き
、
群
馬
県
に
官
営
の
模
範
製
糸
工
場
を
造
っ

た
。
こ
れ
が
富
岡
製
糸
場
で
、
各
藩
は
女
工
と

し
て
藩
士
の
子
女
を
派
遣
し
、
製
糸
の
技
術
を

学
ば
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
製
糸
の
技
術
は
広
が

り
、
各
地
に
機
械
制
製
糸
工
場
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
の
中
心
を
な
し
た
の
が
長
野
県
の
諏
訪
湖
周

辺
で
あ
っ
た
。

明
日
皆
さ
ん
が
行
か
れ
る
八
王
子
市
鑓
水
の

絹
の
道
資
料
館
は
、
当
時
絹
の
集
散
地
で
あ
っ

た
八
王
子
か
ら
横
浜
港
へ
生
糸
を
運
ん
で
行
く

途
中
に
あ
り
、
こ
の
道
を
絹
の
道
と
よ
ん
だ
。

政
府
は
群
馬
県
や
b
横
浜
港
ま
で
の
生
糸
の
運

搬
の
便
を
は
か
る
た
め
高
崎
線
を
開
通
さ
せ
た

が
、
民
間
で
は
こ
れ
よ
り
近
道
を
と
り
、
群
馬
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県
か
ら
八
王
子
を
経
て
横
浜
港
へ
生
糸
を
運
ん

だ
。
開
港
後
、
鑓
水
の
農
民
は
生
糸
を
扱
う
商

人
に
な
り
、
横
浜
港
に
近
い
と
い
う
地
の
利
を

い
か
し
、
値
が
上
が
る
の
を
見
計
ら
っ
て
生
糸

の
出
荷
を
行
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
地
域
は

一
時
期
大
変
な
資
産
家
を
生
ん
だ
。

第
二
次
大
戦
前
の
日
本
は
養
蚕
業
・
製
糸
業

が
大
変
盛
ん
で
、
生
糸
が
国
力
を
作
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
輸
出
さ
れ
た
生
糸

は
欧
米
で
婦
人
用
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
米

国
で
ナ
イ
ロ
ン
が
発
明
さ
れ
る
と
、
絹
に
く
ら

べ
て
安
価
で
丈
夫
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
の
生

糸
は
買
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

日
本
で
は
絹
の
使
い
道
は
主
に
高
級
和
服
に

限
定
さ
れ
て
お
り
、
下
着
に
は
使
用
さ
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
戦
後
も
製
糸
業
は
戦
前

の
水
準
に
復
帰
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
絹
を

日
常
的
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
絹
糸
と
合
成
繊
維
を
合
わ
せ
た
ニ
ュ
ー
シ

ル
ク
と
い
う
糸
が
発
明
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
シ
ル
ク
の
一
つ
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ

ル
ク
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ナ
イ
ロ
ン
を
芯
に
し

て
、
絹
糸
を
そ
の
表
面
に
巻
き
付
け
て
一
本
の

糸
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
芯
が
ナ
イ
ロ
ン
で
あ

る
の
で
、
純
粋
の
絹
よ
り
も
丈
夫
で
、
し
か
も

あ
る
程
度
水
洗
い
が
可
能
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

現
在
、
ニ
ュ
ー
シ
ル
ク
を
下
着
に
使
っ
て
も
ら

う
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

最
後
に
絹
の
特
徴
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

一
光
沢
が
華
麗
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
絹
糸
の

断
面
が
三
角
形
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
丸
形
だ

と
乱
反
射
す
る
が
、
三
角
形
は
平
面
的
な
反
射

を
す
る
。
こ
の
た
め
、
他
の
繊
維
に
な
い
光
沢

を
生
む
。

二
　
天
然
繊
維
の
中
で
最
も
細
い
繊
維
で
あ
る

か
ら
、
優
し
い
肌
ざ
わ
り
が
あ
る
。

三
　
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
で
で
き
て
い
る
の
で

染
色
し
や
す
い
。
そ
の
反
面
シ
ミ
が
で
き
や
す

く
、
汚
れ
や
す
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。

四
　
優
れ
た
吸
湿
性
を
持
ち
、
汗
を
す
ぐ
吸
う
。

ま
た
放
湿
性
に
も
優
れ
、
吸
っ
た
汗
の
乾
き
も

速
い
。
高
価
な
た
め
下
着
に
使
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
が
、
健
康
的
で
人
間
の
肌
に
合
う
繊
維

で
あ
る
。

五
　
保
温
性
が
あ
り
、
人
間
の
体
の
熟
を
逃
が

さ
な
い
。
面
が
平
ら
な
た
め
触
れ
た
瞬
間
は
冷

た
く
感
じ
る
が
、
長
く
着
て
い
る
と
暖
か
い
。

断
面
が
三
角
形
で
あ
る
た
め
、
引
き
そ
ろ
え
る

と
面
と
面
の
間
に
空
気
の
入
る
す
き
間
が
で
き
、

空
気
が
熱
を
絶
縁
す
る
働
き
を
持
つ
た
め
で
あ

る
。

六
　
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
で
で
き
て
い
る
た
め

燃
え
に
く
い
。
ナ
イ
ロ
ン
や
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の

よ
う
に
燃
え
て
く
っ
つ
く
こ
と
が
な
い
。

七
　
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
の
た
め
紫
外
線
を

カ
ッ
ト
し
た
太
陽
光
線
を
通
し
て
く
れ
る
。
し

か
し
、
紫
外
線
を
よ
く
吸
収
す
る
の
で
黄
色
に

変
色
す
る
欠
点
を
持
つ
。
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夢
　
魔
　
奪

彦
根
秤
は
、
小
型
の
下
げ
皿
竿
秤
の
一
種
で

す
。
江
戸
時
代
、
近
江
商
人
が
、
こ
の
秤
を

持
っ
て
全
国
津
々
浦
々
ま
で
商
取
引
し
た
と
こ

ろ
か
ら
、
こ
の
名
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

資
料
室
で
保
管
し
て
い
る
彦
根
秤
の
竿
は
象

牙
製
で
、
全
長
二
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

竿
に
は
計
量
物
を
載
せ
る
皿
が
吊
り
下
げ
ら
れ

ま
す
。
血
は
し
ん
ち
ゅ
う
で
で
き
て
お
り
、
検

定
済
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
新
器
検
」
と
い
う

文
字
と
、
商
標
で
あ
る
「
弥
次
郎
兵
衛
」
の
刻

印
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
皿
は
、
大
阪
衡
器
と
い

う
会
社
の
製
品
で
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

か
ら
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
の
間
に
製
造

さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

彦
根
秤
の
特
長
は
小
型
な
の
で
軽
く
、
収
納

ケ
ー
ス
付
き
で
持
ち
運
び
が
便
利
な
点
で
す
。

資
料
室
に
あ
る
彦
根
杵
の
収
納
ケ
ー
ス
は
木
製

で
、
全
長
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
ひ
ょ
う
た

ん
形
を
し
て
お
り
、
「
明
治
二
十
五
年
四
月
四

日
求
之
」
と
墨
書
が
あ
り
ま
す
。
ケ
ー
ス
蓋
の

表
に
は
商
標
の
焼
印
、
裏
に
は
秤
量
の
焼
印
が

あ
り
ま
す
。
ケ
ー
ス
の
中
に
竿
、
分
銅
、
皿
が

す
っ
ぽ
り
納
め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
が
あ
り
ま
す
。

彦
根
秤
の
主
な
用
途
は
、
金
、
銀
、
薬
、
生

糸
な
ど
を
計
る
こ
と
で
す
。
秤
量
の
単
位
は
匁
、

厘
で
す
。
ち
な
み
に
一
匁
は
三
・
七
五
グ
ラ
ム

で
、
一
厘
は
そ
の
百
分
の
一
に
あ
た
り
ま
す
。

少
量
の
も
の
ま
で
細
か
く
計
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。皿

に
計
る
品
を
載
せ
、
片
手
で
紐
を
持
ち
上

げ
、
も
う
一
方
の
手
で
分
銅
を
左
右
に
移
動
さ

せ
な
が
ら
、
釣
り
合
っ
た
と
こ
ろ
で
、
竿
の
目

盛
り
を
読
み
取
り
ま
す
。

繭
の
仲
買
商
人
な
ど
は
、
こ
の
秤
で
サ
ン
プ

ル
を
計
量
し
ま
し
た
。
石
神
井
・
大
泉
地
区
で

は
養
蚕
が
盛
ん
で
し
た
か
ら
、
養
蚕
農
家
の
中

に
は
こ
の
秤
を
使
っ
て
繭
の
収
穫
時
に
、
繭
の

重
さ
を
計
る
家
も
あ
り
ま
し
た
。
彦
根
秤
は
、

繭
の
売
買
の
と
き
な
ど
に
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
秤
で
す
。

2
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千
川
家
文
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

平
成
八
年
一
二
月
二
四
日
に
、
千
川
仙
司
氏

よ
り
古
文
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

千
川
仙
司
氏
は
、
千
川
上
水
の
開
さ
く
を
請

け
負
っ
た
千
川
徳
兵
衛
の
末
商
に
あ
た
り
ま
す
。

上
水
の
開
さ
く
工
事
は
、
元
禄
九
年
（
一
六
九

六
）
　
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
幕
府
の
支
出
だ
け

で
は
資
金
が
不
足
し
、
徳
兵
衛
は
私
費
を
投
じ

て
工
事
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
功
績
に
よ

っ
て
徳
兵
衛
は
千
川
の
姓
を
名
乗
る
こ
と
が
許

さ
れ
、
千
川
家
が
上
水
の
管
理
に
あ
た
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

千
川
上
水
は
玉
川
上
水
か
ら
分
水
さ
れ
、
練

馬
区
内
は
現
在
の
千
川
通
り
に
あ
た
る
所
を
流

れ
、
農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
区
域

の
人
々
の
暮
ら
し
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
し

た
。今

回
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
古
文
書
は
、
千

川
上
水
に
関
わ
る
も
の
で
、
総
点
数
は
元
禄
九

年
（
一
六
九
六
）
か
ら
明
治
一
七
年
（
一
八
八

四
）
ま
で
の
も
の
二
九
六
点
で
す
。
年
代
的
に

は
、
近
世
文
書
一
六
八
点
、
近
代
文
書
六
二
点
、

年
代
不
詳
の
文
書
六
六
点
で
す
。

寄
贈
さ
れ
た
文
書
の
中
に
、
「
千
川
用
水
一

件
」
と
い
う
冊
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
千

川
上
水
を
用
水
と
し
て
利
用
し
た
村
々
か
ら
千

川
家
に
宛
て
た
書
状
や
、
千
川
家
か
ら
渚
役
所

へ
差
し
出
し
た
上
申
書
を
写
し
た
も
の
で
す
。

欠
け
て
い
る
年
次
は
多
少
あ
り
ま
す
が
、
明
和

五
年
（
一
七
六
八
）
か
ら
明
治
一
六
年
（
一
八

八
三
）
ま
で
の
諸
文
書
を
写
し
た
冊
物
が
二
一

点
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
絵
図
類
は
二
一
点
で
、
千
川
上
水
周

辺
の
様
子
が
描
か
れ
て
ま
す
。
練
馬
区
域
の
み

な
ら
ず
、
今
ま
で
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た

江
戸
府
内
の
配
水
の
様
子
を
示
し
た
絵
図
も
残

っ
て
い
ま
す
。

千
川
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
公
文
書

館
に
一
部
の
写
し
が
あ
り
、
『
東
京
市
史
稿

上
水
篇
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
ん
の

一
部
分
に
過
ぎ
ず
、
千
川
上
水
に
関
す
る
研
究

は
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
び
寄
贈
を
受
け
た
千
川
家
文
書
は
、

上
水
を
歴
史
的
に
解
明
す
る
貴
重
な
史
料
と
な

り
ま
す
。
今
後
、
区
民
の
皆
様
が
活
用
で
き
る

よ
う
整
理
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
末
筆
な

が
ら
、
ご
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た
千
川
仙
司
氏
、

並
び
に
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

千川上水絵図面（現在の立野町付近）

千川用水一件

蒙

慧

刊
行
物
の
紹
介

『
練
馬
区
の
遺
跡
Ⅱ
』

昭
和
五
九
年
発
行
の
『
練
馬
区
の
遺
跡
』
が

絶
版
と
な
っ
た
た
め
、
最
新
の
成
果
に
基
づ
い

て
全
面
改
訂
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
練
馬
区

全
域
に
つ
い
て
遺
跡
分
布
図
を
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
練
馬
区
の
遺
跡
に
つ
い
て
書
か
れ
た
発

掘
調
査
報
告
書
、
学
術
論
文
の
一
覧
表
を
掲
載

し
ま
し
た
。
こ
の
本
の
刊
行
を
機
に
遺
跡
保
護

へ
の
ご
理
解
へ
と
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
頒
布
価
格
は
三
四
〇
円
、
頒
布
窓
口

は
区
民
情
報
ひ
ろ
ば
　
（
区
役
所
本
庁
舎
二
階
）
、

郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
内
）
　
で
す
。

千川上水普請勤務の手形

『
練
馬
区
の
文
化
財
あ
ん
な
い
』

平
成
七
年
度
ま
で
に
国
、
都
、
区
が
指
定

・
登
録
し
た
文
化
財
で
普
段
皆
さ
ん
が
見
学
で

き
る
も
の
、
寺
社
、
古
道
、
ね
り
ま
の
散
歩
道

な
ど
を
地
図
、
写
真
で
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

区
民
情
報
ひ
ろ
ば
　
（
区
役
所
本
庁
舎
二
階
）
、

社
会
教
育
課
文
化
財
係
（
同
二
階
）
、
郷
土

資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
内
）
　
で
頒
布
中
（
無

料
）
　
で
す
。
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江
戸
時
代
に
お
け
る
石
神
井
川
の

利
用
に
つ
い
て

文
化
財
保
護
推
進
員
　
鈴
木
　
曹
元

第33号　ねりまの文化財

江
戸
幕
府
は
、
江
戸
を
中
心
に
交
通
網
を
整

備
し
、
街
道
や
宿
場
に
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
を
設

け
た
。
東
海
道
で
は
宿
場
一
つ
に
人
足
一
〇
〇

人
、
馬
一
〇
〇
東
を
い
つ
も
用
意
し
て
お
く
こ

と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
宿
場
で
は
間
口
一
〇

間
に
馬
一
頭
の
基
準
で
人
馬
が
配
置
さ
れ
た
。

備
え
た
人
馬
を
利
用
し
て
、
次
の
宿
場
ま
で
人

や
荷
物
を
運
び
、
次
の
宿
場
で
は
ま
た
そ
の
次

の
宿
場
ま
で
、
同
じ
よ
う
に
輸
送
を
行
っ
た
。

日
本
橋
か
ら
京
都
へ
向
か
う
江
戸
時
代
の
主

要
路
は
中
山
道
で
、
そ
の
最
初
の
宿
場
は
板
橋

宿
で
あ
っ
た
。
板
橋
の
宿
場
は
、
平
尾
宿
、
中

宿
、
石
神
井
川
を
挟
ん
で
上
宿
と
三
つ
に
分
か

れ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
中
宿
は
、
現
在
仲
宿
と
改
め
ら
れ
、

幕
末
に
廃
寺
に
な
っ
た
遍
照
寺
は
こ
こ
に
あ
っ

た
。
そ
の
境
内
は
宿
場
時
代
に
馬
つ
な
ぎ
場
が

あ
っ
た
場
所
で
、
荷
物
の
継
ぎ
立
て
な
ど
の
用

を
な
す
馬
が
五
〇
頑
つ
な
が
れ
て
い
た
。
現
在

で
も
、
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
建
立
の
馬

頭
観
音
像
が
建
ち
そ
の
な
ご
り
を
と
ど
め
て
い

る
。
ま
た
、
旧
家
の
地
券
に
よ
る
と
、
明
治
初

期
に
は
こ
の
付
近
の
小
字
を
番
場
と
い
っ
た
。

宿
場
の
馬
を
置
い
た
場
所
を
馬
場
と
い
っ
た
の

で
、
そ
れ
が
転
じ
て
番
場
に
な
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

宿
場
で
働
く
馬
は
日
本
在
来
種
で
、
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
に
比
べ
る
と
体
高
は
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
か
ら
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
小
さ
な
馬

で
あ
っ
た
。
小
さ
い
体
な
が
ら
、
重
い
荷
物
を

運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
頑
丈
な
働
き
者
で
あ
っ
た
。

一
日
に
一
頭
の
馬
は
四
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
飼
料
（
草
、
稲
藁
、
雉
穀
、

塩
、
魚
粉
）
を
食
べ
、
そ
の
消
化
率
は
三
八

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
残
り
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
は
糞

と
し
て
排
泄
さ
れ
る
。
板
橋
宿
に
は
常
時
五
〇

頑
の
馬
が
い
る
の
で
、
宿
全
体
で
一
日
に
二
五

〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
飼
料
が
属
に
給
さ
れ
る
か
ら
、

排
泄
さ
れ
た
馬
糞
の
姶
量
は
一
五
五
キ
ロ
グ
ラ

ム
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
は
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
で
、
宿
場
の

馬
糞
や
人
糞
、
ゴ
ミ
は
畑
の
肥
料
と
し
て
利
用

さ
れ
た
。
板
橋
宿
で
排
出
さ
れ
た
馬
糞
は
当
時

農
村
で
あ
っ
た
練
馬
区
域
の
村
に
も
運
ば
れ
、

肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
練
馬
区
域
の
農
村
で
は
青
草
や
雑
穀

が
飼
料
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は

板
橋
宿
へ
運
ば
れ
、
利
用
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
板
橋
宿
か
ら
練
馬
の
村
々
に
馬

糞
が
運
ば
れ
、
練
馬
の
村
々
か
ら
は
板
橋
宿
に

馬
の
飼
料
が
運
ば
れ
た
が
、
運
搬
は
石
神
井
川

の
荷
足
船
で
行
わ
れ
た
、
と
私
は
思
う
。
荷
足

船
は
運
送
コ
ス
ト
が
低
廉
で
、
駄
馬
に
く
ら
べ

る
と
一
度
に
よ
り
大
量
の
荷
が
運
べ
る
か
ら
で

あ
る
。明

治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
地
図
を
見
る
と

石
神
井
川
は
、
現
在
の
よ
う
に
直
線
的
な
流
れ

で
は
な
く
、
あ
た
か
も
S
字
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

た
よ
う
に
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
て
い
た
。
ま
た
、

昭
和
一
五
年
頃
、
川
の
深
さ
は
五
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
は
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
蛇
行
し

た
流
れ
で
、
あ
る
程
度
の
深
さ
を
持
っ
た
川
は

荷
足
船
の
運
行
に
最
適
で
あ
っ
た
。

板
橋
仲
宿
字
番
場
で
石
神
井
川
は
分
流
す
る

が
、
こ
こ
に
船
を
係
留
す
る
場
所
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
練
馬
の
方
に
目
を
転
じ
る
と
石
神
井
川

の
本
流
よ
り
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
奥
に
入
っ
た
所

（
練
馬
区
桜
台
六
－
七
付
近
）
に
河
岸
と
よ
ば

れ
る
家
が
あ
り
、
野
手
郎
（
閑
進
第
二
小
学
校

北
側
）
を
水
源
と
す
る
石
神
井
川
の
支
流
に
面

し
て
い
た
。
こ
こ
と
板
橋
宿
字
番
場
の
間
を
、

荷
物
を
積
ん
で
石
神
井
川
の
荷
足
船
は
往
復
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

荷足船模型（所蔵：船の科学館）

石神井川（氷川台一丁目付近）
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下練馬村全図（明治37年調

整、大正8年修正　新井

家文書）


